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２０１７年度 産業研究所 

高知県安芸市まちづくりプロジェクト 募集要項 

 

■プロジェクトの概要・目的：  

「じゃこ（関西方面ではしらす）の聖地」として名高い高知県安芸市における一大イベント「全国ご

当地じゃこサミット」の運営参加を通じて、まちおこしについて学びます。 

安芸市では、進行する人口減少に対抗するために、地域に焦点をあてた地域ブランド化施策を実施し

ています。特産品としては日本屈指の生産量を誇るナス、柚子、じゃこ（しらす）などがあり、歴史資

源としては「岩崎弥太郎の生誕地」などのＰＲを行っています。中でもじゃこの聖地化は、2009 年から

の活動の中で全国サミット「じゃこサミット」の展開を行うなど、メディアからも注目を集め始めてい

ます。 

今回のプロジェクトは、集客イベントを通じて地域と学生が連携し、特産品であるじゃこを活用した

新しい地域の話題を作っていこうという企画です。 

 

■活動内容： 

①「実行委員会」へのヒアリングとレポーティング 

 じゃこサミットを主催する市民団体「ちりめん丼楽会」や市役所等に対してヒアリングを実施し、現

状の課題、今後のあるべき姿などを模索します。 

 

②「じゃこサミット」におけるボランティアサポート 

参加者は、ボランティアスタッフとして、じゃこサミットをサポートします。 

 

「じゃこサミット」とは… 

 今年で５回目を迎える全国で唯一「じゃこ」にテーマをしぼった全国規模のフードバトル。合計１５

店舗以上が全国から集結して、消費者の投票によってグランプリを競っています。昨年は２日間で２万

人が訪れました。 
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■日時・定員 

日 時：2017 年 10 月 7 日（土）～8 日（日） 

※事前説明会を 10 月 5 日（木）12:45～13:20 西宮上ケ原キャンパス池内記念館１Ｆロビーで実施予

定。 

 定 員：5～10 名 

 

■日程および内容（予定） 

  概 要 （変更の可能性はあります） 場所 集合時間・場所 

10 月 7 日 

じゃこサミット見学 

じゃこサミット関係者ヒアリング 

宿泊：高知県 安芸市 

高知県 安芸市 
13:00  

高知龍馬空港 

10 月 8 日 
じゃこサミットサポート 

※ボランティアスタッフとして参加 
高知県 安芸市   夕方 空港にて解散

 

■応募資格 

 以下の要件をすべて満たす方。 

・関西学院大学の学部生。 

・参加するプロジェクトの事前説明会、および全日程に参加することができる方。 

 

■注意事項 

・派遣者に選ばれた後の辞退は認めません。 

・本プログラムに単位は付与されません。 

・実習に伴う交通費・宿泊滞在費等は自己負担となります。 

・予期せぬ事態のため、プログラム内容が変更される可能性があります。 

・記録ならびに今後の学内外の広報活動のため、本プログラム中の活動の様子を撮影・録画することが 

あります。また撮影した写真や動画（およびその一部）を産業研究所ならびに学内各部署発行・発信 

の広報媒体にて使用・掲載することがあります。 

 

■エントリーシート記入上の注意について 

①記入はすべてボールペンでおこなってください。なお、消せるボールペンは使用不可です。 

②自己紹介書欄は、できるだけ空白がないよう、枠いっぱいになるよう記入してください。 

③顔写真は私服ではなくスーツ等で撮影したものを貼付してください。 
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■選考スケジュール 

１）出願（エントリーシートの提出）2017 年 7 月 1 日（土）～7 月 28 日（金）16:50 

・提出書類：高知県安芸市まちづくりプロジェクト エントリーシート 

      （産業研究所ホームページからダウンロードしてください） 

・事務室受付時間：平日 8:50～11:30 および 12:30～16:50 

        土  8:50～12:20      ※日・祝日（7/17）は閉室 

・出願書類提出先：関西学院大学産業研究所（西宮上ケ原キャンパス大学図書館３階） 

※出願申込期間に、産業研究所へ必ず出願者本人が記入済みエントリーシートを提出してください。 

 

２）派遣者決定 8 月 4 日（金） 

・書類選考の上、XXXX@kwansei.ac.jp 宛のメールアドレスにて発表します。 

 

３）プログラム終了後提出書類 終了後～10 月 20 日（金）16:50 

・提出書類：プロジェクト報告書 

 

■問い合わせ先：関西学院大学産業研究所 0798-54-6127 

※事務室の開室スケジュールは産業研究所ＨＰをご覧ください。 

 


